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＜裏面に続きます＞

つむぎに寄せられた相談内容について数点ご紹介します。（回答は事例によって異なるので控えさせて

いただきます）

◎今まで在宅サービスを利用しながら在宅療養していた方が特別養護老人ホームに入所することとなっ

た。入所するにあたり健康診断書記入のためのレントゲン撮影が必要だが、往診医ではレントゲン撮

影が難しい。どうしたらよいか。

◎介護保険の通所リハビリと医療保険のリハビリの制度的な注意点を教えてほしい。

◎ショートステイ先に訪問診療に来てもらう場合、ショートステイ利用日数が連続30日超えた場合は、

一旦自宅に戻り、自宅で訪問診療を受けなくてはならないというルールがある。ショートステイの

利用日数が連続30日以内の場合、1回はショートステイ先に訪問診療してもらうことが可能だと確認

できたが、緊急時に2回目も来てもらうことは可能か？

◎タガログ語を話せるスタッフのいる施設を教えてほしい。

◎ホスピス入院中に外泊した場合、訪問診療や訪問看護は利用できるか？

◎妄想の症状がひどく、近隣住民とトラブルになっている。精神科の受診・入院

を検討していきたいが、スピーディーに対応してくれる病院を教えてほしい。

在宅連携センターつむぎは、高齢者を支える医療・介護・福祉関係者の相談窓口として、

2015年度に開設しました。「つむぎ通信」は、2019年度から在宅連携センターつむぎの

周知と情報発信のため発行しています。
つむぎホームページはこちらから ⮕ https://www.hmedc.or.jp/tsumugi/

相談事例 ～相談内容を紹介します～

2026年度もつむぎをどうぞよろしくお願いします！

相談支援の実施状況

2025年度活動報告 表：相談件数（前年度との比較）

年度 2024年度 2025年度

実件数 302 233

延件数 975 874
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浜松市では、2023年度の地域包括ケアシステム推進連絡会連携部会において「身寄りのない人への支援」に

ついて課題として取り上げ、2024年度にワーキンググループを発足、ガイドラインの作成に取り組んでき

ました。そして、2026年3月、多くの議論を経て「身寄りのない人への支援に関するガイドライン (第1版) 」

を発行しました。

支援が必要な人に身寄りのないことで起きる課題は多岐にわたり、判断能力の有無や、それぞれの人が持つ

背景や事情によっても対応が異なります。このガイドラインだけで、それらすべてが解決できるわけでは

なく、本人に関わる人や支援機関が力を合わせ、個別の課題をチーム支援で解決していくこと、先を見越して

準備しておくこと、たとえすぐに解決しなくても、協力し続けていく意識を持つことが必要です。

当ガイドラインは、支援者の皆さんのご意見を基に、今後も改訂を重ねていく

予定です。ぜひ積極的にご活用いただくとともに、ガイドラインに記載の二次

元バーコードからアンケートにお答えいただき、参考になった点や改善点等ご

意見を市にお寄せください。

【浜松市ホームページURL・二次元バーコード】

つむぎでは、相談業務のほか、社会資源の現状把握や在宅医療・介護連携に関する専門知識の提供等を行っ

ています。

2025年度は、地域包括支援センターにお声掛けいただき、個別ケースケア会議に7回参加しました。

個別ケースケア会議では、高齢者が地域において自立した日常生活を営むために必要な支援体制に関する

検討を行いますが、現在は多岐にわたる問題があり、包括的に家族を医療・介護・福祉の点から考えなけ

ればいけない状況であると思います。

つむぎに個別ケースケア会議や、つむぎの業務説明など講師をご依頼の際は、遠慮なくご連絡ください。

会場・開催時期等がお決まりでしたら、つむぎ参加依頼用紙を送付いたしますのでご利用ください。

2026年度メンバー紹介
今年度のメンバー5名です。

よろしくお願いいたします。

身寄りのない人への支援に関するガイドラインについて

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/fukushisomu/miyori.html
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